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はじめに 

2026年初頭、AIを活用した特許調査ツールの性能を測る上で重要な 2つのベンチマ
ーク結果が相次いで公表され、知財業界に大きな注目が集まっています。一つは、
パテント・インテグレーション株式会社が発表した、同社の特許読解支援 AI「サマ
リア（Summaria）」の特許検索競技大会における驚異的な性能検証結果です。もう
一つは、グローバルな知財情報サービス企業である PatSnap社が公開した、知財実
務専用の包括的ベンチマーク「PatentBench」です。 
 

本レポートは、ユーザーから提供された 10個の関連レポート群を精査・分析し、さ
らに独自の追加調査を行うことで、これらの発表が持つ意味を多角的に解き明かす
ことを目的とします。サマリアの技術的優位性、市場におけるポジショニング、そ
して今後のエコシステム戦略を包括的に分析し、AI特許調査ツールの現在地と未来
の可能性を展望します。 
 

第 I部：サマリア（Summaria）の全体像 

1.1 サービス概要と発展経緯 

サマリアは、パテント・インテグレーション株式会社が 2023年 4月に提供を開始し
た、AI駆動の特許文書読解支援アシスタントです。当初は特許公報の読解支援やサ
マリー作成といった機能が中心でしたが、2024年 5月には日本初となるワークフロ
ー型 AIエージェントを搭載した「拒絶支援機能」をリリースし、進化を遂げまし
た。そして 2025年 12月、本レポートの主題である「調査支援ツール」が追加さ
れ、特許調査の領域に本格的に進出しました。 
 



時期 マイルストーン 

2024年 5

月 
拒絶支援機能（ワークフロー型 AIエージェント）をリリース 

2025年 12

月 
「調査支援ツール」をリリース（角渕由英氏監修） 

2026年 1

月 
サービス連携第 1弾：「審査官ラボ」との連携を発表 

2026年 2

月 

特許検索競技大会ベンチマーク結果の公開 ＋ サービス連携第 2弾：「root ipクラウ
ド」との連携を発表 

1.2 技術的基盤と知財ポートフォリオ 

サマリアの強みは、その強固な技術的基盤と、それを支える知財戦略にあります。
同社は、生成 AIを用いた特許調査や分類に関する基本特許を合計 12件保有（出願
件数 23件、2025年 12月時点）しており、他社の追随を許さない技術的優位性を築
いています。 
 

特に重要な特許として、以下の 3つが挙げられます。 
 

• 特許第 7788120号：タスク実行モデル。分類、クリアランス、無効資料調査
といった目的ごとに最適なプロンプトと処理フローを定義する技術です。 

• 特許第 7788121号：セグメント抽出処理。タスクに必要な明細書のセクショ
ン（【請求項】、【課題】など）を構造的に特定・抽出し、ノイズを排除し
ます。 

• 特許第 7788122号：ハルシネーション抑制。AIが事実に基づかない回答を生
成するリスクを低減します。 

 

これらの技術により、サマリアは単に LLMを応用するだけでなく、特許実務に特化
した高精度な処理を実現しています。 
 

1.3 受賞歴と市場での評価 

サマリアは、その革新性と実用性が高く評価され、数々の賞を受賞しています。 



 

• 2025年：第 27回 中小企業優秀新技術・新製品賞 優良賞 

• 2023年：第 4回 IP BASE AWARD エコシステム部門 奨励賞 
 

これらの受賞歴は、サマリアが単なる新技術に留まらず、中小企業から大企業ま
で、幅広い層の知財業務に貢献する実用的なツールとして市場に受け入れられてい
ることの証左と言えるでしょう。 
 

第 II部：特許検索競技大会ベンチマーク検証 

2.1 「再現率 85%以上」の衝撃 

2026年 2月 12日の発表の核心は、サマリアが日本唯一の特許調査実務能力評価大会
である「特許検索競技大会」の 2024年度過去問題（アドバンストコース）に挑戦
し、驚異的な結果を出したことです。 
 

全分野（電気・機械・化学/医薬）において、AIが自動生成した検索集合の上位
100件で再現率 85%以上を達成 

 

特に電気分野では再現率 100%を記録し、正解特許 4件すべてを特定しました。さ
らに、これらの正解特許はすべて上位 80位以内に含まれており、AIによるスクリ
ーニング（査読）機能が極めて高い精度で機能していることを示しています。 
 

通常 4時間を要するこの課題を、サマリアは約 40分（検索集合作成 10分、スクリ
ーニング 30分）で完了させており、人間のトップサーチャーに匹敵する精度を、わ
ずか 6分の 1の時間で実現したことになります。 
 

2.2 検証手法の妥当性 

この検証の信頼性を高めているのが、その厳格な手法です。サマリアの挑戦は、以
下の 2段階のプロセスで評価されました。 
 



1 AI検索集合作成：問題文と図表を入力し、「検索式・検索集合作成」機能で
検索集合を生成。この段階で、AIがどれだけ網羅的な検索集合を作れるか
（再現率）が評価されます。 

2 AIスクリーニング：上記で生成された集合の上位約 2,000件を「スクリーニ
ングツール」で AIが全文査読し、関連度順にランキング。この段階で、AI

がどれだけ的確に重要文献を上位に表示できるか（適合率）が評価されま
す。 

 

重要なのは、この全工程において人間による調整が一切介在していない点です。問
題文を入力した後は、すべて AIが自動で処理した結果であり、純粋な AIの性能が
示されています。 
 

2.3 技術的背景：角渕メソッドとコンプリートサーチ 

この驚異的な性能の背景には、2つの重要な技術的要素があります。 
 

一つは、特許検索の第一人者であり、特許検索競技大会の委員長も務める角渕由英
氏が監修した調査メソッドの AI実装です。角渕氏は、複数の異なる観点から「小さ
な検索集合」を多数作成し、それらを統合することで再現率と適合率を両立させる
手法を提唱しています。サマリアは、この思想に基づき、最大 50個の多角的な検索
式を自動生成することで、網羅性を確保しています。 
 

もう一つは、「コンプリートサーチ」と呼ばれる全文査読機能です。多くの AIツー
ルが要約のみを処理対象とする中、サマリアは検索集合に含まれる約 2,000件もの
特許公報の全文を AIが読み込み、1件 1件内容を精査します。これにより、要約だ
けでは見落としてしまうような、明細書の詳細な記述に基づいた的確な関連度評価
を可能にしています。 
 

第 III部：AI特許調査ツール市場の動向と包括比較 

サマリアの登場は、活況を呈する AI特許調査ツール市場に新たな基準を打ち立てま
した。ここでは、市場全体の動向と、主要ツールとの比較分析を行います。 
 



3.1 市場規模と技術トレンド 

追加調査の結果、米国の AI特許検索市場だけでも、2025年の 2億 1968万ドルから
2035年には 15億 3436万ドルへと、年平均成長率（CAGR）21.45%で急成長すると
予測されていることが判明しました。これは、AIによる知財業務の革新が、世界的
な潮流であることを示しています。 
 

技術的には、「検索式不要」を目指すアプローチが主流となっており、主に以下の
4つの手法が競合しています。 
 

3 ベクトル埋め込み型：特許文書をベクトル化し、概念の類似性で検索する。
（例：Amplified AI） 

4 知識グラフ型：文書の文意を知識グラフに変換して検索する。結果の根拠を
可視化できる「説明可能性」が強み。（例：IRRaily） 

5 検索強化型生成（RAG/RAT）：LLMの知識を外部データベースで補強し、
最新かつ正確な情報に基づいて回答を生成する。（例：PatSnap Eureka） 

6 複数検索式の自動生成・統合型：サマリアが採用するアプローチ。実務家の
ノウハウを AIで再現する。 

 

3.2 PatSnap Eureka「PatentBench」との比較 

サマリアの発表とほぼ同時期に公開された PatSnap社の「PatentBench」は、グロー
バルな視点から AI特許調査ツールの性能を測る上で重要な指標となります。 
 

比較項目 PatentBench（PatSnap） 
特許検索競技大会ベンチマーク（サマリ
ア） 

正解デー
タ 

審査官引用の X文献 競技大会の模範解答 

サンプル
数 

約 340件 3分野×2設問 

対象地域 
多国籍（米・中・欧・国際出
願） 

日本特許中心 

評価指標 Xリコール率（Top100）：36% 再現率（Top100）：85%以上 



PatSnap Eurekaの「Xリコール率 36%」という結果は、汎用 AI（ChatGPT-o3の
11%）を圧倒しており、特化型 AIの優位性を示しています。しかし、サマリアの
「再現率 85%以上」は、これをさらに大きく上回る水準です。 
 

もちろん、正解データの定義（審査官引用文献 vs 競技大会模範解答）や対象地域・
言語が異なるため、両者を単純比較することはできません。しかし、日本の特許実
務、特に FI/Fタームといった日本独自の分類体系を駆使した調査においては、サマ
リアが極めて高い性能を発揮することを示唆しています。 
 

3.3 ユースケース別・最適ツール選択 

各ツールは異なる強みを持っており、目的によって使い分けることが重要です。 
 

ユースケース 推奨ツール 理由 

日本特許の無効資料調
査・侵害予防調査 

サマリア 
FI/Fタームを活用した網羅的検索とコンプリートサー
チに最適化。圧倒的なコストパフォーマンス。 

グローバルな新規性調査
（多言語・多法域） 

PatSnap 
Eureka 

174か国・2億件以上の広範なデータ基盤と多言語セ
マンティック検索が強み。 

技術トレンドの俯瞰・パ
テントマップ作成 

Patentfield 
構造化された AI要約データベースと優れた可視化機
能。 

英語文献のセマンティッ
ク（概念）精密検索 

Amplified 
概念検索の精度に定評。訴訟対応など、高い精度が求
められる場面で有効。 

プロセスの透明性・セキ
ュリティ重視 

Tokkyo.ai 
AIの思考プロセスを可視化する機能やプライベートク
ラウド対応が特徴。 

第 IV部：エコシステム連携戦略 

パテント・インテグレーション社は、サマリアを単独のツールとして終わらせるの
ではなく、外部サービスとの連携によって知財業務全体のワークフローを革新する
「エコシステム戦略」を推進しています。 
 



4.1 第 1弾：審査官ラボとの連携 

2026年 1月に発表された「審査官ラボ」との連携は、拒絶理由通知への応答戦略を
高度化するものです。審査官ラボが提供する「審査官ごとの判断傾向の統計デー
タ」と、サマリアによる「拒絶理由通知書の AI解析結果」を掛け合わせることで、
データに基づいた、より説得力のある応答方針の立案を支援します。 
 

4.2 第 2弾：root ipクラウドとの連携 

今回のベンチマーク結果と同時に発表されたのが、導入実績 360社を超える知財管
理システム「root ipクラウド」との連携です。これは、「管理（守り）」と「判断
（攻め）」のシームレスな統合を意味します。 
 

サービス 担当領域 主な機能 

root ipクラウド 管理（守り） 案件管理・期限管理・業務フロー管理 

サマリア 判断（攻め） 拒絶理由解析、調査支援、応答方針作成支援 

この連携により、ユーザーは root ipクラウド上で管理している案件の拒絶理由通知
書をワンクリックでサマリアに送信し、AIによる分析結果や調査レポートを再び案
件情報と紐づけて管理できるようになります。これにより、検討内容の属人化を防
ぎ、知財業務のバリューチェーン全体を効率化します。 
 

第 V部：結論と提言 

本分析を通じて、特許読解支援 AI「サマリア」が、特に日本の特許調査実務におい
て、人間のトップサーチャーに匹敵する精度と、それを大幅に上回るスピードを両
立させた画期的なツールであることが明らかになりました。 
 

主要な結論： 
 



7 特化型 AIの圧倒的優位性：サマリアの「再現率 85%以上」という結果は、
汎用 AIツールでは到達し得ない、特許実務に特化した AIの能力を明確に示
しました。 

8 「AI + 人間」のハイブリッドアプローチの重要性：サマリアは高い性能を誇
る一方で、設問(5)の少数文献抽出では課題も残ります。これは、AIが生成し
た網羅的な検索集合を、最終的に人間が精査・判断するという「AIと人間の
協業」が、現時点での最適解であることを示唆しています。 

9 エコシステム戦略の有効性：サマリアは単体ツールに留まらず、審査官ラボ
や root ipクラウドといった外部サービスと連携することで、知財業務全体の
プラットフォームへと進化する可能性を秘めています。 

 

実務者への提言： 
 

AI特許調査ツールは、もはや「未来の技術」ではなく、「現在の実務」を劇的に変
革する力を持っています。特に、無効資料調査や侵害予防調査といった網羅性が求
められる業務において、サマリアのようなツールは強力な武器となり得ます。一方
で、AIの出力結果を鵜呑みにするのではなく、その特性を理解し、最終的な判断は
人間が行うという姿勢が不可欠です。 
 

今後は、これらのツールをいかに自社のワークフローに組み込み、AIと人間がそれ
ぞれの強みを活かして協業する体制を構築できるかが、企業の知財戦略における競
争力を大きく左右することになるでしょう。 
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